令和６年度　租税教室小学生用シナリオ
（副教材・プリント・マグネットシートを使用するパターン）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	項    目

（時間配分）
	講      義      内      容
	備      考

	自己紹介
（１分）

税金の使い道

（５分）

ビデオ

（18分）


答え合わせ

（５分）


税金の種類

（３分）


消費税

（２分）

税金の流れ

（３分）

教育費

（２分）

国や県の予算

（２分）


まとめ

（２分）

質問

（２分）

計45分


	　皆さん、こんにちは。
私は、●●●●の●●といいます。

●●●●で、●●の仕事（活動）をしています。

【主な自己紹介の内容】
・　所属する組織（団体）名、仕事（活動）内容
・　その他（自分の出身小学校・小学生時代の話など）
今日は、みんなに「税金」について知ってもらおうと思って来ました。
税金は、みんなが安心・安全で、豊かな暮らしをするためにどうしても必要なものなのですが、なぜ必要なのか、その使い道や役割などについて一緒に考えていきましょう。毎日の暮らしの中で、税金はいろいろなところに使われています。
では、どのようなものに使われているのか考えていきましょう。

これからカードを配りますので、自分の手元に来たカードに書いてあるものが税金を使って作られていると思ったら「税金を使っている」の方へ、税金を使って作られていないと思ったら、「税金を使っていない」の方へ貼ってください。
「税金ってなんだろう？」の１・２ページの、「税金が使われていると思うものの○を赤く塗ってみよう」も、後でやってみてください。

それでは、カードの答え合わせをする前に、「マリンとヤマト不思議な日曜日」というＤＶＤを見てもらいたいと思います。

このＤＶＤの中には、さっきみんなに貼ってもらったカードの答えがたくさん出てきますので、よく注意して見てください。


ビデオはどうでしたか？
二人の願い事がかなって、税金がなくなってしまいましたね。税金がある世界と無い世界では、街の様子や人々の生活はどの様に変わっていたでしょう？
ビデオを見て気付いたことや感じたことを発表してみてください。

※　消費税５％→８％→10％の説明

（子供たちに質問するなどして改正を伝える）

では、さっき貼ってもらったカードを見てみましょう。
違っているものはあるでしょうか。
もし、違っていると思うところがあれば発表してください。


ということで、コンビニ・宅配便・新聞社・回転寿司の四つ以外にはみんな税金が使われているということになります。

では、「税金を使っている」ものと「税金を使っていない」ものの違いが分かりますか？

「税金を使っていない」ものは、みんなが生活していく上で、街の中にあると便利だけど、お店の人などが商売として、お金をもらって行っているものです。
ですから、利用したい人が利用したいときにお金を払って利用するものです。

一方、「税金を使っている」ものは、どれもみんなの生活になくてはならないものばかりです。
誰もが利用するときにお金を払わずに、当たり前のように使うことができます。
でも、もしこれらがなくなったら、あるいは、利用したいときにお金を払わなくてはいけなくなったら、ビデオで見たように、みんなの生活がとても不便で暮らしづらくなり、危険で不安な社会になってしまいます。

こういったものを「公共サービス」といいます。

「公共サービスってなに？」を読んでください。

「公共サービス」を行うには、たくさんのお金が必要です。

そこで、税金という形でみんなで出し合って、大きなお財布に入れて、そこからお金を出しているんです。
一人の力ではできないことでも、みんなで力を合わせればできるんですね。

みなさん、何か知っている税金はありますか？
「税金ってなんだろう？」の３ページはまだ開かないでくださいね。

みんないろいろな税金を知っていますね。
実は、税金を納める人には年齢が関係ないんです。
みんなも、買い物をしたら消費税を払いますよね。
他にも、みんなに収入があったら、所得税という税金を納めることもあります。
では現在、日本には何種類の税金があると思いますか？ 
なんと約50種類の税金があるんです。
どんな税金があるかというと、３ページを開いてください。
国の税金である｢国税｣が24種類、県の税金｢県税｣が約16種類、市町村の税金｢市町村税｣が約13種類の合計約50種類あります。プリントに、「50」と記載してください。
国の税金は全国どこへ行っても同じですが、県や市町村の税金は住んでいる地域によって変わってきます。  
それでは、みんなも払ったことのある一番身近な｢消費税｣について説明したいと思います。

消費税ができたのは、平成元年です。
先ほど少し触れましたが、日本の消費税は現在何％でしょう？
そう、10％ですよね。
では、他の国はどうなっているでしょうか。
４ページに、いろいろな国の消費税の税率が載っています。

消費税率が高い国はハンガリー、次いでスウェーデン・ノルウェー・アイスランドと続き、これらの国の消費税率は24％以上で日本の２倍以上となっています。
これらの国の中には消費税率が高い理由の一つとして医療費や年金、教育などをすべて税金で負担し、お金がかからないようにしている国が多いです。
日本でも、みんなが払った消費税の一部は、お年寄りの年金や医療など、社会福祉のために使われています。

将来、みんなが年を取った時に安心して生活できるように、政府は未来のことを考えて税のあり方を考えています。
ではここで、みんなが払った消費税はどこへ行くのか、見ていきましょう。

みんなは、おこづかいをもらってコンビニに行きました。
何を買いますか？

●を買ったら110円でした。
そのうち消費税はいくらですか？
はい、そのとおり。10円です。

では、その消費税の10円が、どのように流れていくのか説明します。

まず、みんながコンビニで●を買います。
●の代金110円に含まれている消費税10円をコンビニの人に払います。

コンビニの人は、みんなから預かった消費税を計算して、税務署に納めます。

税務署にはたくさんの税金が納められますが、たくさんのお金を保管する金庫や場所がないので、日本の中央銀行である日本銀行に預けます。

日本銀行には全国の税務署に納められた税金が集まります。
日本銀行は預けられた消費税を国のお金として保管します。
そして、日本銀行に集められた税金の使い道を決めるのが、国会です。
５ページを開いてください。
国会では、みんなのおうちの方が選挙で選んだ国民の代表である国会議員の人たちが、どのように使ったらみんなのためになるか、暮らしが豊かになるかを話し合って税金の使い道を決めています。
　このように、みんなが納めた税金は、みんなのところに戻ってくるという仕組みになっています。
でも、お金が戻ってくるわけではなく、学校や図書館など、形を変えてみんなのところに戻ってくるんです。
つまり、税金がないと現在の生活は成り立ちません。

そこで、憲法では、「納税」を国民の義務として定めているんですね。

では、みんながこうして毎日学校で勉強するために、一人当たり１年間でいくらの税金が使われていると思いますか。

６ページを見てください。

小学生一人当たりに、１年間で約97万５千円の税金が使われています。
では、みんなが入学してから卒業するまでの６年間ではいくらになりますか？
そうですね。約97万５千円×６年間で約585万円です。

みんなが勉強するために、たくさんの税金が使われています。
体育館や教科書、机、いす、黒板などにも税金が使われていますので、大切に使ってくださいね。
それでは、７ページを開いてください。
７ページのグラフは、「１年間に国に入るお金」と「国の仕事に必要なお金」の内訳を表しています。 
国に入るお金の約２/３が国民が納める税金、約１/３が国の借金となっており、国の仕事に必要なお金が、税金だけでは足りていないということが分かります。 また、県が県民のために使うお金は、県民が納める税金と国から交付されるお金などで賄われており、８ページのグラフは、「１年間に県に入るお金」と「県の仕事に必要なお金」の内訳を表しています。
最後に、まとめです。

プリントに「税金とは、安全で豊かな暮らしを送るために、みんなで出し合って負担する社会の○○のようなもの」とありますが、みんなはどんな言葉が入ればいいと思いますか？

【プリントに記入するよう伝える】

みんなが考えてくれた言葉もとってもいいですね。

では、私が用意してきた言葉を最後に紹介しておきます。

それは「会費」です。

みんなが生活しやすいように、みんなで出し合って、みんなのために使うという意味で、「会費」という言葉を用意してきました。

みなさん、今日一緒に勉強して、税金は「私たちの身近なところで使われて、みんなが安全で豊かな暮らしを送るために、とても大切なものだ。」ということを覚えておいてください。

もっと、税金のことが知りたいなと思っている人は、インターネットで「国税庁」と検索してみてください。

国税庁のホームページに「税の学習コーナー」というのがありますので、こちらで勉強してみてください。
９・10ページには、税金で作られた県内の施設が載っていますので、見ておいてください。
また、住んでいる市町村の税金の使い道はどのようになっているのか、ホームページなどで調べて最後のページに書き込んでみましょう。
国税庁のホームページには、「税の学習コーナー」があって、ゲームをしながら税金について楽しく勉強できるので、是非チャレンジしてみてください。
税に関することで、何か質問はありますか（即答できなければ後日回答する）？

それでは、これで租税教室を終わります。これからも勉強やスポーツを頑張ってください。今日はどうもありがとうございました。

	生徒の手元に令和６年度小学校副教材「税金ってなんだろう？」及びプリントを準備しておく。
また、ＤＶＤ「マリンとヤマト不思議な日曜日」とマグネットシートを準備しておく。
マグネットシートを児童に配付（人数が多ければ、２～３人に１枚）し、黒板に貼ってもらう（後で貼るものがまだあるため、全面使用しない）。

ＤＶＤ上映
児童の意見は、板書する

間違っていればここでカードの位置を修正する。

児童を当てて副教材を読ませる。
（１頁の左下）
児童の発表内容を板書する。
芸能人の名前等を挙げ、税に年齢制限がないことを説明する（子役の名前等を挙げて例示）。
(参考)
消費税率
Ｈ元.4.1～・・3％
Ｈ９.4.1～・・5％
Ｈ26.4.1～・・8％
Ｒ元.10.1～・・10％
　時間があるようであれば、日本と消費税率が高い国とどっちがいいと思うか、児童に挙手させてみる。
児童が自由に答えたものを例に使う。
　食品を買ったら８％となるので、補足説明する。
黒板にマグネットを貼り、10円のマグネットシートを移動させながら説明する。








「形を変えて」を強調する
児童に発言させる
時間があれば何人かにあてる

｢会費｣のカードを黒板に貼る




【参考】
	ビデオの内容

(税金がなくなった結果)
	関連カード
	説明事項
	令和４年度年間
一人当たり費用

	消防署

救急車
	料金制
	消防署・救急車
	安全・安心な生活のため
	約１万６千円

	警察署
	料金制
	警察署・パトカー
	
	約２万６千円

	ゴミ
	回収されない
	ゴミ処理場
	衛生的な生活のため
	約２万円

	道路
	通行料が必要
	横断歩道・信号機
	安全に通学できるように

(地域の産業の活性化のため)
	

	橋
	壊れたまま
	
	
	

	公立学校
	授業料が必要
	学校・体育館・教科書
	平等な教育のため
	

	公園
	管理できない
	公園
	安全な遊び場のため
	

	ビデオに出てこない

カードについて
	空港
	地域の活性化のため
	《参考》

・救急車１台

約3,000万円

・国民医療費

年間約136,000円

（令和３年度）

	
	ダム・下水道
	安全な水・快適な生活のため
	

	
	図書館
	無料で本の貸し出しができる
	

	
	市役所
	市民のために
	


児童が黒板にマグネットシートを貼る。





ＤＶＤ「マリンとヤマト不思議な日曜日」を視聴





児童に発言を促すが、無ければ説明を入れて次に進む。





児童に発言を促すが、無ければ説明を入れて次に進む。





児童の何人かに発表してもらう。
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